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食事のしたく

食料品や日用品の買い物

そうじ

洗濯

ごみ出し

高額な家財道具の購入

預貯金等の資産の運用

育児（乳幼児の世話）

子どもの教育方針
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【「配偶者」と「7～8割が配偶者」の合計】
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【「自分」と「7～8割が自分」の合計】

 
 
  

食事のしたくやそうじ，洗濯といった日常の家事や育児は男女ともに「主に妻の担当」と回答

する割合が高く，特に育児（乳幼児の世話）については男女とも８割以上が「主に妻の担当」と

回答しています。 
  一方，高額な家財道具の購入や預貯金等の資産運用については夫が参画する割合が高くなって

います。 
 
 家庭における家事などの担当者について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭生活 

注）「育児（乳幼児の世話）」では男性：Ｎ＝87，女性：Ｎ＝128

  「子どもの教育方針」では男性：Ｎ＝119，女性：Ｎ＝166
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自治会や町内会の状況としては，「代表は男性から選ばれる慣例」があり，「名簿上は男性が会

員になっているが実際は女性が活動している」という傾向がうかがえます。 

  自治会や町内会以外の活動については，男女ともに地域における趣味・スポーツ・学習などの

活動やＮＰＯ（非営利団体）やボランティア活動に参加してみたいと回答した割合が高くなって

います。 

 

自治会や町内会活動の状況（３つまで選択） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会や町内会以外の活動について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動 

PTA や子ども会などの活動

地域における趣味・スポーツ・学習などの活動

NPO（非営利団体）やボランティア等の活動

民生委員など公的な立場での活動
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収入が少ない

休暇が取りにくい
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女性：N=280
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仕事での悩みや不満は男女ともに「収入が少ない」や「休暇が取りにくい」等ほぼ共通した項

目が上位を占めています。一方，就職するにあたって困っていることについては，男女とも「求

人募集で年齢や資格などの制限があること」を最も多く回答していますが，その他の回答はさま

ざまで，「子どもの面倒を見てくれる場（保育所など）や人がないこと」は女性では４人に１人

が回答していますが，男性で回答した人はいませんでした。 

 
仕事における悩みや不満（男女別上位５項目）（あてはまるものすべて選択） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の就労にあたり困っていること（あてはまるものすべて選択） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仕事 
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買春・売春，援助交際

風俗産業

ストーカー（つきまとい）行為

痴漢行為や強制わいせつ等の性犯罪

夫婦等のパートナー間での暴力
（ドメスティック・バイオレンス）

職場などにおける
セクシャル・ハラスメント

募集・採用や昇進・昇給等に
おける性別による差別的な取扱い

女性のヌードや水着姿の写真を
掲載又は使用した雑誌や広告

インターネット上のアダルト
向けホームページ

 女性の容ぼうを競うミス・コンテスト 

「女流○○」，「○○女史」のように
女性にだけ用いられる言葉

伝統行事や文化の中で女性を
受け入れないものがあること

特にない

わからない
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男性（N=431） 女性（N=575）

 
 
 

女性の人権が尊重されていないと思うことがらとして，「痴漢行為や強制わいせつ等の性犯罪」

と回答した人が男女ともに最も多くなっています。また，ほとんどの項目において，男性より女

性の方が女性の人権が尊重されていないと思う割合が高くなっています。 
 

女性の人権が尊重されていないと思うもの（あてはまるものすべて選択） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女性の人権 
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男女共同参画についての意識 
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2005年京都市
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「男は仕事，女は家事・育児」という考え方について，男性では賛成と考える人が過半数を占

めるのに対し，女性では反対と考える人が過半数を占めています。また，2000 年に行った調査

と比較すると，男女ともに賛成と考える人が減り，反対と考える人が増えています。 

また，それぞれの分野についての平等感をたずねると，学校教育の場では男女ともに「平等で

ある」とする人が最も多くなっていますが，その他の分野では男女ともに男性が優遇されている

と感じている人が多くなっています。 

 
「男は仕事，女は家事・育児」という考え方について 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
  

それぞれの分野についての平等感 
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（７）政治・経済活動
　　　への参加では
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上段：男性Ｎ＝431
下段：女性Ｎ＝575



 6

子どもに身につけさせたい能力等としては，男子に望む能力と女子に望む能力にある程度違い

がみられます。男女ともに「礼儀作法」や「おもいやり」は男子にも女子にも身につけさせたい

と回答した割合が高くなっています。一方，男子には「職業能力」や「実行力」を望むのに対し，

女子には「やさしさ」や「家事能力」を望む傾向がうかがえます。 

なお，子どもに身につけさせたい能力等について，男女間での回答の傾向に大きな差はみられ

ませんでした。 
 

 男子に身につけさせたい能力等（男女別上位５項目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 女子に身につけさせたい能力等（男女別上位５項目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

礼儀作法 おもいやり 自立心 職業能力 実行力

49.4％ 40.8％ 32.5％ 29.5％ 24.4％

おもいやり 自立心 礼儀作法 実行力 職業能力

40.9％ 37.2％ 37.0％ 29.2％ 27.8％

男性

女性

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

礼儀作法 おもいやり やさしさ 家事能力 協調性

58.9％ 50.6％ 47.8％ 28.3％ 20.2％

おもいやり 礼儀作法 やさしさ 家事能力 自立心

55.3％ 54.4％ 33.2％ 31.3％ 27.3％

男性

女性



 7

0

10

20

30

40

50

男
女
の
意
見
を
等
し
く
政
策
・

方
針
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
広
く
啓
発
す
る

審
議
会
な
ど
の
女
性
委
員
の
目

標
比
率
を
設
定
し
、
そ
れ
を
達

成
す
る

家
庭
・
地
域
・
職
場
な
ど
日
常

的
な
場
で
の
男
性
優
位
の
意
識

や
実
態
を
解
消
す
る

家
事
や
子
育
て
な
ど
家
庭
内
で

の
責
任
を
男
女
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
分
か
ち
あ
う

女
性
の
学
習
・
研
修
・
能
力
開

発
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る

男
性
が
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
学
ぶ
講
座
等
の
学
習
機
会
を

充
実
さ
せ
る　
　

女
性
の
活
動
を
支
援
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
促
進
す
る

女
性
み
ず
か
ら
が
政
策
・
方
針

を
決
定
す
る
場
に
参
画
す
る
こ

と
に
関
心
や
積
極
性
を
持
つ

特
別
な
取
組
は
必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

39.9

17.6

30.2
25.8

19.7

12.5
15.3

42.0

7.4 4.2

37.7

13.9

34.1

39.3

23.0
16.7

19.3

39.7

1.7

7.3

(％)

男性：N=431

女性：N=575

 
 
 

政策や方針を決定する場に男女が平等に参画していくためには，男女とも「女性みずからが 

政策・方針を決定する場に参画することに関心や積極性を持つこと」や「男女の意見を等しく政

策・方針に反映していくことの大切さを広く啓発すること」が必要だと回答した割合が高くなっ

ています。 

 また，男女雇用機会均等法などの雇用に関する制度の改正がどのような影響を与えたかについ

ては，男女とも女性の社会進出が進んだとの認識が大勢を占めていますが，「男性が仕事をしや

すくなった」や「男性の育児や介護への参画が進んだ」については男女とも否定的な回答が目立

っています。 

 男女共同参画社会に期待することとしては，男女とも「男女が互いに理解し，尊重しあう関係

になる」が最も多く回答されています。男性に比べて女性で「家事や子育てなどを男女で分かち

あう家庭が築ける」や「男女が支え合うことで高齢期を安心して過ごせる」といった項目を回答

した割合が高くなっており，女性は男性に比べて具体的な生活に結びついたイメージをもってい

ることがうかがえます。 
 

政策・方針を決定する場に男女が平等に参画していくために必要なこと（３つまで選択） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男女共同参画社会に向けて 
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自分らしい生き方が自由に選択できる

自分の能力に見合った仕事をすることができる

性別による差別や不利益がなくなる

 職場における賃金や待遇面での男女格差がなくなる 

男女が互いに理解し，尊重しあう関係になる

男女がともに参加することで地域
活動や生涯学習活動が活発になる

男女が支え合うことで高齢期を安心して過ごせる

家事や子育てなどを男女で分かちあう家庭が築ける

性別にとらわれず子どもが個性豊かに育つ

何も期待することはない

わからない
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上段：男性Ｎ＝431
下段：女性Ｎ＝575

雇用等の法制度の改正があたえる影響について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男女共同参画社会に期すること（３つまで選択） 
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京都市が取り組むべきこと
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今後，京都市が「男女共同参画社会」の実現に向けて取り組むべきことについては，男女とも

に「子育てや介護を社会的に支援する施設・サービスを充実する」が最も多く，次に「企業等に

雇用の機会や条件の男女格差を解消するよう働きかける」ことが多く望まれています。 

  「子育てや介護を社会的に支援する施設・サービスを充実する」については男性に比べて女性 

の回答割合がかなり高くなっており，子育てや介護の負担が女性に偏っている現状がうかがえま

す。また同時に，女性の社会参画を促していくうえでも積極的な対応が求められている分野とい

えます。 
 

男女共同参画社会に向けて京都市が力をいれて取り組むべきこと（３つまで選択） 
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京都市では，京都市男女共同参画推進条例を 2003 年（平成 15 年）に制定しました。 

  この条例は，男女が互いに人権を尊重しつつ，協力し合い，その個性と能力を発揮できる男女

共同参画社会づくりを進めるための指針となるものです。「名前を聞いたことがある」を含めた

条例の認知度は全体で約３割となっています。今後，条例の趣旨や男女共同参画について更なる

周知・啓発に努める必要があります。 

  京都市ではこの条例にもとづき，市民や事業者のみなさんと力を合わせ，ひとりひとりが個人

としての誇りと家族や地域のきずなを大切にし，未来への希望を持って暮らすことのできる京都

を目指してまいります。 
 

京都市男女共同参画推進条例の認知度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査の概要 

①調査目的  「きょうと男女共同参画推進プラン」の中間見直しに当たり，

男女共同参画に関する市民の意識や日常生活の状況等を把握

し，京都市が取り組むべき課題と今後の施策の方向を明らかに

することを目的に実施 

 ②調査対象  市内に居住する満２０歳以上の男女３，０００人 

 ③調査期間  平成１７年（２００５年）７月１日（金）～７月１２日（火） 

 ④調査方法  郵送法 

 ⑤回収結果  有効回答数（率） １，０２３票（３４．１％） 
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男男女女共共同同参参画画社社会会 

男女が，社会の対等な構成員として，自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機

会が確保され，男女が均等に政治的，経済的，社会的及び文化的利益を享受することができ，かつ，共に責

任を担うべき社会のことをいいます。 

「「男男女女雇雇用用機機会会均均等等法法」」のの改改正正（（平平成成 1111 年年（（１１９９９９９９年年））  44 月月施施行行））  

募集・採用，配置・昇進・教育訓練，定年・退職・解雇について女性に対する差別を禁止するとともに，

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）に対する国の援助，セクシュアル・ハラスメントの防止に関す

る事業主の配慮義務が盛り込まれました。 

「「労労働働基基準準法法」」のの改改正正（（平平成成 1111 年年（（１１９９９９９９年年））  44 月月施施行行）） 

雇用の分野における男女の均等な取扱いと女性の職域の拡大を図る観点から，男女雇用機会均等法の改正

と併せて，女性労働者に対する時間外労働，休日労働，深夜業の規制が撤廃されました。 

「「育育児児・・介介護護休休業業法法」」のの改改正正（（平平成成 1177 年年（（２２００００５５年年））  44 月月施施行行）） 

子どもが 1 歳になるまで認められていた育児休業期間は（保育所が見つからない等の事情がある場合）半

年間の延長が可能になるとともに，契約社員など有期雇用者も 1 年以上の勤務実績等の条件を満たせば休業

取得ができるようになりました。また，就学前の子どもを育てる親などに年間 5 日の看護休暇が新たに認め

られました。 

「「次次世世代代育育成成支支援援対対策策推推進進法法」」のの公公布布・・施施行行（（平平成成 1155 年年（（２２００００３３年年））  77 月月））  

わが国における急速な少子化の流れを変えるため，次代の社会を担う子どもたちが健やかに生まれ，育て

られる環境の整備に取り組むことを目的とした法律です。（従業員が３００人を超える事業所には，従業員の

仕事と家庭の両立のための具体的措置と目標値を設定した「一般事業主行動計画」の策定が義務付けられま

した。）   
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